
J-MARS Study
-Japanese Men's health and Andropause Related Symptoms Study-

男性の更年期障害と生活習慣・環境および職場環境に関するコホート研究

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
「男性更年期障害の心理社会的要因の解明に基づく看護アセスメント指標の開発と検証」

2024年 9月 ベースライン調査
2025年９月 第２回調査実施

興味のある方はお気軽にお問合せください！
（学部生・大学院生含む）

日本人男性の更年期障害に対する認知度や有病率、影響要因、健康影響など
について把握することを目的としたインターネット調査研究プロジェクトです。
患者を対象とした受診環境に関する調査、看護師を対象とした更年期障害へ

のケアに関する実態調査なども実施します。
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